
創立50周年を迎えた京都ノートルダム女子大学の北山キャンパス総合整備計画において、新築や耐震改修など

の間に不足する教室を補うため、約１キロ離れ、連携協定を結ぶ京都工芸繊維大学内に建設された新校舎。国立

大学の敷地内に私立大学の建物が設置されるのは全国初のケースで、整備完了後には、工芸繊維大に譲渡され

る。３階建て、延床面積1,500㎡で、150人規模の大教室が３つ、70人規模の小教室が４つあるほか、教職員控室

や事務室、医務室を置く。2014年３月までノートルダム女子大の授業で使用されるほか、工芸繊維大の夜間コース

の講義やエクステンション講座等にも利用される予定。両大学は、今後、単位互換制度の導入や共同研究の実施

も検討。ノートルダム女子大は、「異なった空気のキャンパスでも学べる機会ができ、学生にはプラスになる。私立大

と国立大の連携のモデルにしたい」としている。

　  大教室／デスク：ＳＣＭ-３００
イス：アイパッグ　150席
　  小教室／デスク：ＳＣＭ-３００
イス：アイパッグ　70席
　  教職員控室／テーブル：CTZ
回転イス
　 医務室／備品一式

京都府

京都ノートルダム女子大学 ノートルダム館
KYOTO NOTRE DAME UNIVERSITY 
設計：（株）石本建築事務所

既存の２部屋を１つに改修し、デスクトップパソコン対応とした講堂。デスクは、開閉式の天板内にモニターとキー

ボードを格納し、パソコンを使わない授業にも使用できる。２席を１ユニットとし、間にセンターモニターを備え、高解像

度の顕微鏡画像を写したり、隣接する附属病院から手術の映像を映したりすることも可能。基礎と臨床を融合する

授業が展開できるほか、医療関係の統計やプレゼンテーションの作成、ヘッドフォンを使用したマルチメディア授業

など多岐に使用される。また、それまでにない収容規模が確保されたことにより、同時に100人以上の情報処理演

習や、パソコンを使ったテストなども可能に。学会や講演会なども開催できるようになった。モニターの取り付けは

VESA規格、ＰＣ本体は簡単に取り外しできるフロントパネルにより、メンテナンスも容易に行える。

研究棟Ｂ 第一講堂／デスク：ＰＣ対応・天板開閉式（特注品）
イス：ＳＣＦ-５５０５-Ｃ-７/ＰＡＤ２　130席

兵庫県

神戸大学 医学部 
KOBE UNIVERSITY SCHOOL OF MEDICINE
改修
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